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佐尼和夫 ・

エノレドアンテナの8字特性 (0:測定的)

のアンテナiと灯jいられる ζ とが判る.勿;命アンテナをJ.1l

設ナる附iIiの土1'[がー・核でなければならないζとは言う

までもない.なお精度については ζれ以上詳紺!な実験は

出来なかったが，もし ζの程度の誤差が常(C混入すると

すれば，精密なノ守1>'L測定はできないとしても，近;J;の{立

内決定など多少の誤差を符認できる程度の方位測定!とは

筒111で好都合なアンテナ系ではなし、かと考えられる.

次!と，アンテナn体は全く非同調型であるから相当広
組問の川波1出l?域の測定K対して使用でき，ZF，者等lま

ELF 'ilF:Ji屯波形の損IJ定(3) Iこノドアンテナ系を用いて好結
果をねている.ととろでこのように川波数が低く，いい

かえれば波長が長いとき，垂直アンテナで受信するとす

れば，波形測定のように広川以受信においては，アンテ

ナと別Ilw'J~の結合回路lζ蓄屯~6を用いねばならない. と

とろが結合w包括符量lと比してアンテナの間不J~宝Eーが小

さいので，利のが去るしく恋<，乙れはi[u'rアンテナで

の受信の欠点である.また主柿アンテナでは，アンテナ

。
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図1

エ ノレ ド アンテナ li一対のfE極を大地~cj百人して， その

丙厄lζ誘I巳される1111立z:をコ>1<'&うる怪めて俗jむの的lilなア

ンテナであり Grosskopf(l)によってご1・しく研究され

ており，またこれを京電波形の測定(C応!jlした Lit'bu-

mann(2)の研究もある.

とζ ろで，--f，i'zl'下jに}:_地!ま不完全導体であるので， 1E

!必波は forwardtiltの現象をT.し，:gFII'H，J伎の仏ばん

波!と対して垂直成分の外iこ{也かではあるが/k'f.成分が/子

Ú~する . 従って境界而である地衣而においては， 乙の水

平成分の大きさに比例してエノレ ド ア ンテ ナ'[;~元J'kí1l: ffが

)~生するわけである. エルドアン テナの特徴tt ， まず第

ーに椴iiEが，fij.iめてf!可可lな乙と， ;;j3二に広{目減であるこ

と，第三!こ大地の択はW;:は低し、から，従ってアンテナトl

路のインピーダンスが低く.いいかえればj脅削ri'lriIの入

力インピーダンスが低いので S/N1:七がよくなる等のみ!I

.'，~.があげられる .

ぢてエノレ ドアンテナl土地表面上の2点川の屯位差をと

るのであるから，当然 2mEi;を結ぶ線上のjJIIリより到米

するf立政波lζ対して;誘起白圧が役大であり，一方とのjj

向に対し何度 Tをなす方向からの包磁波(::対しては、

cos '1' I乙比例して読起屯圧が減少する ζ と lH~易(cJTM

される . ~望者等が長波送信日の方f立を ðH仏iご した結以を述

べると， .fflいたよと杭応[よf，Qd¥lJ地点より距民it約 36km，

万位fJlはJじより約 2970 のJケ向にあり， J，¥j波紋 17.442

kc/s， tl'，力soowの依佐;先月 (NDT)であり，ーノヴエ
ノレ ドアンテナとしては，iJ'Il壬5mm 長さ 25cmの3同派を

2 mのIl~院に保ら ， -)Jのむド::!を固定し，他方は同定;E

極の[iflりを 100ずつ回転して測定することとした.同f[;

柘f/\](とお起したTE圧?ま ， 遜紋同刊iケ ープJレでj門的 ~~!ζHi

いである.乙のtf)'C'i-，可動屯出(土陥入する大地の{立ii'(仁

よって多少ともそのほj叫低J/L iJjJ~るので ， ifl的思の入力

抵抗を充分布くとること!とよって，測定地点似の大地J主

制tf1r:抗の変動による涜起屯圧の変動を防くこととした.

との実験(Cよってねられたエノレ ドアンテナのいわゆる 8

字特性は図 lのi!liりであり，実際の地理(()ブJ位戸!との誤

差は数I!f_以内であった.乙の結果からエJレドアンテナを

泣交して配註すれば，非同調型として方位制定する拐合
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が臥lr:よって振動して{;.この17伎の振動}.'，I被欽となり

その微細な千仏t変化によって円、たIIUJ，むれられ，Zζ し
になり思わしくない..!l:l乙 llin'lγンテブ で{よ、大><¥'1' 
のi'?遊イオンによる宍mJfdぷiIこ起因する人気J'屯均のJ}，、
[~Jを~伝することになり，とれらの~ふか 'F.rzl': して， l'~ 

の到 にELF~:!:7n磁波を~IiJJとするのにffgi"( l'ンテナを化

川する ζ とは思わしくたい.乙のぷ叫、で， EしF.;g.nUJl 

i立を交信する上lζ，エルドアンテナはj認めて好郊つであ

ると言える.

次iと，!II Ir:Ø時i川、ある 'J・ジ、[ま エ Jレドアンテサをm~ 、て自IIJ

;としたi丘町宅fE校形である，~f r，勺の測定[よ必常のヨ~II'I

アンテナとエノレドアンテナとを{J[川して近11{波形を同11.'i

M制したものである . 一，U:(i内によ ITIi~~あるいは{T:;0;の入

!H ff] で地表!日ζ入射 した恒椛ìJ~の泊料の強さに対して，

その丞抗成分 Eoと水、F成分 E"との比をとると、入tH

f'l 0 !ζ対して，

E;， I I下77-jt 
J一一一 4・ ・・・ ・・(11Ev -sin 0柑勾

の|月係式が消j己されるζとi;l:rYl らかである . ζζで ~I.ì

kJ也の導屯if，P。はI22・ llJの読mrf.~であり， ω は f(J f，'.l 1i~

放である.(1)式から明らかなように，電界強度の水平成

分 E，ιは， [.'，1波数がほいほど主(1'(成分 E"I~J七してその

級料が減少する筈である.従ってifi!'(アンテナとエルド

アンテナとをHlいて波形を同時切削すれば，エルトアン

テナではm波紋の低いj成分は殆んど受信されず.同政放
の，:可い成分だけがこを伝される結果となる.一)j;f，'t炊iUl~，、

の近伐における放屯n'jのfU:3平成形(ま. !iÎI<u:'N1ì足分が 1:~A!5

する ζ と[立川知の辺りであるが， 以fE点よりの距~j!fjJ1j主

くなるほど政GJ成分が〈f位して目下電界成分が減少する ζ
とは既に実験的に!i(1iかゲられたと ζ ろである(叫ー)j;l;

}j~m}l<自レ f，レスを詳細に研究するためには'，];欣7立点のj1i

{51において，iJ~射成分を求める必裂がある . この白的1-

1ftったのがエJレドアンテナであって，それは木アンテブ

は低い}，':J iJ主J;'，(のドむしている .'rÞ~E 'i~.成分には始んどk，;年

がなく ，比校((Ji:':jいf.'.I被t'i成分を持つI放射成分に対して

だけ応答があるからである."j\{'í^.';の測定士I ， ~~は限1 21ζ

示すJ湿りであり、図のle.仰lは霊山アンテナでの包放fE波

形，治ffi']!立エルドアンテナでの政形てある，j，j1引は3ms

でよから下へ流しどりの芯録波形であり，/，似仰側']のlf的町怜'([0屯y児2 
}成1求立U虫分〉が』点;江1越したa依え形の、ι'r.上り琉琢l分にF他Eかにみられる任釘iり
1性生t依え形lはま右但僻側'1の エJルレトアンテナての彼形において{は立そ

ご 入_Jr
図2 宙欣屯点~fJiIT:における同n'tiil!ill']彼形

(1，-PP] : 'if，ji'(アンテナ.イI州 ・エノレドアンテナ)

. 
れだけが強}Jに受信されている ζ とがれjる.以上エJルレトド

アンテナはπ方紋文7往EE，点z
めるの[にζ1訓|ド:_~;泊;古:に{使呪Z利1りJ t.六なz アンテナで‘ちり ' 照明、深いものが

あろ.
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